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　適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
於 

適
塾
・5
／
30
〜
6
／
11
）

　2
0
1
4
年
に
洪
庵
の
和
歌
短
冊
を
貼
っ
た
屏
風
か
ら
発
見
さ
れ
た
八
重

の
書
状
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、人

間
味
あ
ふ
れ
る
等
身
大
の
八
重
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・

大
阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物

お
よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係

史
の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見

学
会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
と
は

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示「
新
発
見
！
緒
方
洪
庵
夫
人
・
八
重
の

て
が
み 

―〝
良
妻
賢
母
〞の
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
―
」

（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
・
7
／
17
）

「
科
学
か
ら
探
る
ア
ー
ト
研
究
最
前
線
」

松
永
和
浩（
適
）「
文
化
財
と
し
て
の
適
塾
」

伊
藤
謙（
博
）「
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら
探
る
新
た
な
歴
史
文
化
保
全
―
適
塾
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
」

大
塚
洋
一（
理
）「
大
気
圧
質
量
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
法
の
研
究
〜
ナ
ノ
液
体
で
化
学
成
分
の
分
布
を
可
視
化

す
る
！
〜
」

ブ
ル
ー
ノ
・ブ
ル
ネ
ッ
テ
ィ（
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
）「
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
―
科
学
で
絵
画
を
探
る
―
」

ブ
レ
ン
ダ
・
ド
ー
テ
ィ
ー（
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
）「
ラ
マ
ン
分
光
法
に
よ
る
染
料
と
顔
料
の
検
出
と
同
定
」

適
塾
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
に
！

適
塾
見
学
会（
年
二
回
、前
ペ
ー
ジ
参
照
）の
無
料
参
加
が

可
能
に
！

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け（
ご
希
望
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
）！ 

投
稿
資
格
も
あ
り
！

『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵

　

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵
葉
書
が

一
割
引
き
に
！

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　普
通
会
員

　年
間
一
口

　
　二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　賛
助
会
員

　年
間
一
口

　一
〇
、〇
〇
〇
円

い
ず
れ
も
複
数
年
・
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

普
通
会
員
五
年
間（
一
万
円
）が
お
ス
ヽ
メ
！

会
費

会
員
特
典

◎
講
演
会 

何
ぞ
や
？

【
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
】
平
成
二
九
年
度

島
田
昌
一（
医
）「
運
動
が
脳
に
及
ぼ
す
効
果
」

公
開
講
座
フ
ェ
ス
タ（
於 

大
阪
府
庁
・11
／
14
）

田
島
節
子（
理
）「
高
温
超
伝
導
と
未
来
社
会

：

実
学
と
虚
学
の
は
ざ
ま
に
て
」

堂
目
卓
生（
経
）「
目
指
す
べ
き
社
会
を
考
え
る

：

経
済
思
想
史
の
視
点
か
ら
」

適
塾
記
念
講
演
会
（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
・12
／
4
）

適
塾
講
座「
近
世
・
近
代
の
大
阪
と
女
性
」（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
）

松
永
和
浩（
適
）「
緒
方
洪
庵
夫
人
・
八
重
の
実
像
―
新
出
の
自
筆
書
状
か
ら
―
」（
9
／
27
）

小
川
知
子（
大
阪
市
）「
跡
見
花
蹊
〜
女
性
教
育
に
尽
力
し
た
大
阪
ゆ
か
り
の
女
性
画
家
」（
10
／
25
）

増
田
周
子（
関
西
大
）「
織
田
作
之
助
文
学
に
描
か
れ
た
女
性
―
初
期
作
品
を
中
心
に
」（
11
／
29
）

2018年3月31日発行

特
典
①

特
典
②

特
典
③

　
特
典
④

　
特
典
⑤

　
特
典
⑥



な
に
わ
橋
駅

な
に
わ
橋
駅

適
塾

北
浜
駅

北
浜
駅

1

2

3
4

天
満
橋
駅

天
満
橋
駅 大

阪
府
立

大
手
前

高
等
学
校

大
阪
府
立

大
手
前

高
等
学
校

三
田
市
立

三
田
小
学
校

三
田
市
立

三
田
小
学
校

兵
庫
県
立

有
馬
高
等
学
校

兵
庫
県
立

有
馬
高
等
学
校

三
田
駅

三
田
駅

1

2 3

4
5

小
寺
公
園

小
寺
公
園

神
戸
地
方
法
務
局

三
田
出
張
所

神
戸
地
方
法
務
局

三
田
出
張
所

秋
季
見
学
会 

〜
三
田
周
辺
〜

「
蘭
学
者
・
川
本
幸
民
の
ふ
る
さ
と
三
田
」

生
没

　文
政
五
年
〜
明
治
一
九
年（
1
8
2
2
〜
8
6
）

出
身

　摂
津
国
名
塩
村（
西
宮
市
名
塩
）

緒
方
八
重

お
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
や
え

　緒
方
洪
庵
が
適
塾
を
開
い
た
天
保
九
年（
1
8
3
8
）に

嫁
ぎ
、
病
弱
な
夫
を
献
身
的
に
支
え
た
。
七
男
六
女（
う

ち
四
人
は
幼
没
）と
子
宝
に
恵
ま
れ
、
義
父
母
へ
の
細

や
か
な
心
遣
い
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
福
沢
諭
吉
が
自

伝
で「
お
っ
か
さ
ん
の
よ
う
に
し
て
い
る
恩
人
」と
語
る

な
ど
、
塾
生
か
ら
も
母
の
よ
う
に
慕
わ
れ
た
。
文
久
三

年（
1
8
6
3
）に
夫
に
先
立
た
れ
た
後
は
、
洪
庵
の
名
を

汚
さ
ぬ
よ
う
に
と
息
子
た
ち
を
熱
心
に
教
育
し
、
三
人

を
海
外
留
学
さ
せ
た
。
人
々
の
尊
崇
を
集
め
、
理
想
的

な
良
妻
賢
母
と
し
て
語
ら
れ
た
。

　
「
ひ
と
し
お
御
勉
強
、
御
父
上
様
の
御
名
を
け
が

さ
ぬ
よ
う
に
」 （
次
男
・
洪
哉
宛
書
状
・
1
8
6
5
）

　適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、適
塾
記
念
会
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会
員
の
方
々
に
も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う

見
学
会
道
程
の
概
略
を
再
現
し
ま
し
た
。

　適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵（
一八一
〇
〜
六
三
）が
天
保
九

年（
一八
三
八
）、大
坂
に
開
い
た
蘭
学
塾
で
す
。全
国
か
ら
千
名
に

も
上
る
塾
生
を
集
め
、大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・
長
与
専
斎

を
は
じ
め
、日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し

た
。北
浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一の
蘭
学
塾
遺
構
と
し

て
、ま
た
近
世
大
坂
を
代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、

昭
和
一
六
年（
一
九
四一
）に
国
史
跡
、同
三
九
年
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
同
五
五
年
か
ら
一
般
公
開
さ

れ
て
い
る
適
塾
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

夏
季
見
学
会 

〜
北
浜
周
辺
〜

「
適
塾
と
そ
の
周
辺
を
た
ず
ね
る
」

其
ノ
二

其
ノ
二

玄
関

日・英・中・韓の4カ国語を選択できる音声ガイドを用意しています。（無料）
海外からの研究者や留学生など、お客様の案内にも最適です。荷物を預けて快適に見学できます。

　
玄
関
の
土
間
に
足
を
一
歩
踏
み
入
れ
る
と
、江
戸

時
代
の
姿
を
偲
ば
せ
る
空
間
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。さ
ら
に
暑
い
日
で
あ
れ
ば
、さ
っ
き
ま
で

の
日
差
し
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
熱
気
か
ら
解
放
さ

れ
、ひ
ん
や
り
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
へ
の
い
ざ
な
い
！

　
三
和
土（
た
た
き
）と
は
、花
崗
岩
な
ど
が
風
化
し

て
で
き
た
土
に
石
灰
や
水
を
混
ぜ
、た
た
き
固
め
て

仕
上
げ
た
土
間
で
す
。蓄
冷
・
蓄
熱
に
優
れ
、土
の
柔

ら
か
さ
は
風
合
い
も
よ
く
、足
に
も
や
さ
し
い
も
の

で
す
。反
面
、キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
や
三
脚
、ハ
イ
ヒ
ー

ル
な
ど
、思
わ
ぬ
も
の
で
削
ら
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

も
ろ
さ
な
の
で
す
。伝
統
的
な
建
物
を
大
切
に
す
る

心
が
け
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

柔
ら
か
い
土
の
表
情
、三
和
土
！

　
玄
関
右
手
に
は
、奉
公
人
用
と
考
え
ら
れ
る
部
屋

が
あ
り
ま
す
。こ
の
建
物
が
病
院
だ
っ
た
明
治
以
降

に
は
、外
来
や
往
診
の
た
め
、文
明
開
化
の
象
徴
・
人

力
車
を
牽
く
車
夫
の
控
室（
車
夫
溜
り
）と
し
て
改
装

さ
れ
ま
し
た
。昭
和
の
大
改
修（
１
９
７
６
〜
８
０

年
）に
よ
り
、洪
庵
が
生
き
た
時
代
の
姿
に
復
原
さ
れ

て
い
ま
す
。

人
力
車
の
車
夫
溜
り
！

　
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所（
釣
鐘
堂
他
）を
あ
ち

こ
ち
見
る
こ
と
が
出
来
、見
聞
を
拡
め
ら
れ
て
大
変
良

か
っ
た
で
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
夏
季
）

　
三
田
の
素
晴
ら
し
い
ポ
イ
ン
ト（
地
点
）を
学
術
的
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。今
後
共
、阪
大
の
象
徴

で
あ
る
適
塾
の
存
在
に
つ
い
て
研
究
、開
示
し
て
下
さ
い
。（
秋
季
）

【最寄り駅】 京阪淀屋橋駅・北浜駅、 
　　　　　 地下鉄淀屋橋駅下車 徒歩5分

【開館時間】 午前10時～午後４時

【休 館 日】 月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）

【参 観 料】 一般  260円
　　　　　 高校・大学生等  140円　中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！

　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

緒
方
洪
庵
夫
人

研究員N　 緒方洪庵は備中足守の出身です。適塾西側に接する公園（公開空地）に建つ洪庵像の台座は、岡山県産の石です。

研
究
員
F

　
　江戸
時
代
後
期
の
船
場
と
そ
の
周
辺
は
学
塾
が
多
い
う
え
、適
塾
か
ら
南
に
歩
く
と
薬
の
町・道
修
町
。塾
と
し
て
も
医
者
と
し
て
も
、最
高
の
立
地
で
す
。

事務職員F　 適塾の周りを見渡してみてください。実は電線が見当たりません。 ちょっとしたことですが、昔ながらの町並みの再現に役立っています。

　

 

銀
座
跡

3　銀
座
は
江
戸
幕
府
の
銀
貨

鋳
造
所
で
、
大
坂
の
銀
座
は

1
6
1
0
年
代
初
め
に
設
置
さ

れ
た
。し
か
し
こ
こ
で
は
鋳
造

は
行
わ
れ
ず
、京
都
銀
座
に
諸

国
灰
吹
銀
・
潰
銀
を
取
り
次
ぐ

「
銀
座
出
見
せ
」と
し
て
機
能

し
た
。両
替
町
の
町
名
は
銀
座

に
ち
な
む
。

大
阪
市
中
央
区
東
高
麗
橋
2

　

 

釣
鐘
屋
敷
跡

　寛
永
１１
年（
1
6
3
4
）、将
軍
・
徳
川
家
光
が
大
坂

を
訪
れ
大
阪
市
中
の
地
子
銀
を
免
除
し
た
。そ
の
恩

沢
を
忘
れ
な
い
よ
う
、大
坂
の
町
人
は
鐘
楼
を
設
置

し
、一
刻
ご
と
に
鐘
を
つ
く
こ
と

に
し
た
。明
治
3
年（
1
8
7
0
）

に
撤
去
さ
れ
た
が
、地
元
有
志
に

よ
り
昭
和
60
年（
1
9
8
5
）に

再
建
さ
れ
た
。

大
阪
市
中
央
区
釣
鐘
町
2

2
　

 

大
坂
町
奉
行
所
・
大
坂
代
官
所
跡

　江
戸
幕
府
が
直
轄
地
の
大
坂
三
郷
を
支
配
す
る
機

関
。奉
行
所
は
東
西
2
ヶ
所
あ
り
、は
じ
め
大
坂
城
京

橋
口
門
外
に
あ
っ
た
が
享
保
9
年（
1
7
2
4
）の
大

坂
大
火
で
西
町
奉
行
所
は
本
町

橋
東
詰
に
移
設
さ
れ
、そ
の
跡

地
に
谷
町
代
官
役
所
が
設
置
さ

れ
た
。

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
1

1
　

 

高
麗
橋
三
井
家
屋
敷
跡

　豪
商
・
越
後
屋
三
井
家
は
延
宝

元
年（
1
6
7
3
）に
京
都
で
呉
服

仕
入
店
を
開
設
し
た
。江
戸
の
越

後
屋
呉
服
店
は「
現
金
安
売
掛
値

な
し
」の
新
商
法
で
評
判
と
な
っ

た
。元
禄
4
年（
1
6
9
1
）に
は

こ
こ
に
越
後
屋
呉
服
店
の
出
店
と

大
坂
両
替
店
を
開
設
し
た
。

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
1

4

　

 

英
蘭
塾
跡

　幕
府
倒
壊
ま
で
江
戸
に
い
た
幸
民
が
慶
応
4

年
7
月
に
帰
郷
し
、金
心
寺
に
開
い
た
洋
学
塾
。

子
の
清
一
と
と
も
に
英
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
・
化
学

を
教
授
し
た
。日
本
の
実
験
心
理
学
の
祖
・
元
良

勇
次
郎
、初
代
帝
国
博
物
館
総
長
・
九
鬼
隆
一
を

輩
出
し
た
。

三
田
市
屋
敷
町
12

4
　

 

旧
九
鬼
家
住
宅

　三
田
藩
の
家
老
を
代
々
勤
め
た
九
鬼
家
の
当

主
・
隆
範
が
設
計
し
、明
治
9
年（
1
8
7
6
）頃
に

建
て
た
擬
洋
風
建
築
。二
階
部
分
の
洋
式
の
デ
ザ

イ
ン
に
特
徴
が
あ
る
。隆
範
は「
日
本
鉄
道
測
量
の

父
」佐
藤
政
養
に
学
び
、新
橋
〜
横
浜
間
、大
阪
〜

神
戸
間
の
鉄
道
敷
設
に
携
わ
っ
て
い
る
。

三
田
市
屋
敷
町
7

3
　

 

三
田
城
・
三
田
陣
屋
跡

　中
世
以
来
、山
陽
道
と
山
陰
道
を
結
ぶ
交
通
の

要
衝
と
し
て
発
展
し
た
三
田
市
街
地
の
西
側
段
丘

上
に
位
置
す
る
平
山
城
。一
国
一
城
令
に
よ
り
廃

城
と
な
り
、寛
永
10
年（
1
6
3
3
）に
志
摩
か

ら
九
鬼
久
隆
が
入
部
し
て
陣
屋
と
な
る
。幕

末
ま
で
三
田
藩
・
九
鬼
氏
13
代
が
支
配
し
た
。

三
田
市
屋
敷
町
2
・
天
神
2

1
　

 

川
本
幸
民
出
生
地

　文
化
7
年（
1
8
1
0
）、三
田
藩
医
・
川
本
周
安
の
3
男
と
し
て

生
ま
れ
た
幸
民
は
、訳
書『
化
学
新
書
』を
著
し
、マ
ッ
チ
や
ビ
ー
ル

を
試
作
し
た
化
学
者
。薩
摩
藩
主
・
島
津
斉
彬

が
主
導
し
た
集
成
館
事
業
や
、幕
府
の
蕃
書

調
所
に
も
携
わ
っ
た
。蘭
学
修
行
時
代
は
緒

方
洪
庵
と
と
も
に
坪
井
信
道
に
師
事
し
た
。

三
田
市
三
田
町
24

5
　

 

藩
校
造
士
館
跡

　第
7
代
藩
主
・
九
鬼
隆
由（
1
6
7
4
〜
9
7
）

が
整
備
し
た
国
光
館
は
文
政
元
年（
1
8
1
8
）

に
移
転
・
拡
張
さ
れ
、造
士
館
と
な
っ
た
。幕
末
の

藩
政
改
革
で
辣
腕
を
振
る
っ
た
白
洲
退
蔵
な
ど
、

儒
官
の
白
洲
家
が
教
育
に
当
た
っ
た
。慶
応
4
年

（
1
8
6
8
）に
は
藩
主
・
隆
義
の
改
革
の
一
環
で

洋
学
も
導
入
さ
れ
た
。

三
田
市
屋
敷
町
6

2

参
加
者
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声
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加
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声


